
山 454-1983・ 4o20
第454号 昭和58年 4月

"日
発行 く毎月 20日 発行)

昭 和 49年 8月 31日 第 二 種 郵 便 物 認 可

南

ア

ル
プ

ス
・

鎌4

崩奉

キ

レ

ツ

ト

漱

十

`:l

上

ガヒ′ 林子

r ｀
1983年 (昭和 58年 )

4月 号 (No。 454)

建貝日本 山 岳 会
The Japanese Alpine CIub

定価一部 150円

目    次
l‖ ‖‖l‖‖‖‖‖‖‖‖‖I‖ !‖ ‖‖‖‖‖ll‖ ‖‖‖|‖‖‖‖‖:

南アルプス・鎌崩キレット
石聞信夫……(1)

一海外の山から一
Mountaineerと Climber・ "̈… ……(2)
ナンガ・パルバート柱状東岩稜
登頂 (3)

ヘルリッヒコッファー隊 ……(2)
覚雲寺と播隆    石坂久忠……(3)
図書紹介 …………………………………(4)
「三高山岳会会報」「シルクロード
詳図」「登山入門」「カラコルム登

「せふり」
・……(6)

ネ`パール政府大臣―行歓迎会″

ブ`ータン ドルジェ氏歓迎会″

三`水会の恒例行事二つ″`会員通信″

自然保護   自然保護委員会……(7)
報告 福島支部・∴…………¨̈………(8)
お知らせ…………………………………(8)
会務報告 0ルーム日誌・会員移動 (8)～
図書受入報告 図書委員会 (10),(11)

ヽ日本山岳会事務販扱時間

月,火,本,土曜  10時～20時

水,金曜      13時 ～20時

日曜・祭日は休み

〉図書室開室時間

日曜・祭日・月曜を除く毎日
13時～20時

石

間

信

夫

今
入
可

ト

←

概 念 図 (1)

丸
盆
岳
と
鎌
崩
岳
の
鞍
部
を
削
る
壮

絶
な
崩
れ
は
、
深
い
原
生
林
に
つ
つ
ま

れ
た
南
ア
ル
プ
ス
南
部
と
し
て
は
特
異

な
地
形
な
の
で
、
昭
和
五
十
四
年
秋
の

記
録
に
従

っ
て
簡
単
に
書
い
て
見
る
こ

と
に
す
る
。

（同
行
）
地
元
山
岳
会

男

子
四
名
　
女
子
一
名

十

一
月
二
日
（晴
）、
午
後
七
時
ヽ
二

台
の
車
に
分
乗
し
て
静
岡
を
出
発
、
寸

又
川
林
道
と
逆
河
内
林
道
を
分
け
る
営

林
署
の
作
業
小
屋

へ
泊
る
．
樅
の
梢
に

十
三
夜
の
月
を
眺
め
な
が
ら
前
夜
祭
の

酒
に
陶
然
と
な
る
。

十

一
月
三
日
（高
曇
）、
今
日
は
水
の

な
い
丸
盆
岳
の
頂
上

ヘ
テ
ン
ト
を
張
る

予
定
な
の
で
、
寸
又
川
で
各
自
二
日
〃
の

水
を
補
給
し
、
ず

っ
し
り
重
く
な

っ
た

デ

ッ
ク
を
肩
に

一
し
き
り
登
る
と
、
大

き
な
杉
が
二
、
三
本
立
っ
た
天
地
の
小

桐

へ
出
る
。

右
に
上
西
河
内
、
左
に
下
西
河
内
の

径
を
見
送

っ
て
丸
盆
岳
の
東
山
稜

へ
と

り
つ
き
、
キ
ス
リ
ン
グ
に
つ
か
え
る
ボ

サ
を
分
け
て
し
ば
ら
く
登
る
と
、
割
合

は
っ
き
り
し
た
径
が
現
わ
れ
て
く
る
。

こ
こ
か
ら
二
時
間
ば
か
り
は
、
か
す

か
な
径
型
や
獣
み
ち
の
断
続
し
た
ゆ
る

や
か
な
登
り
で
あ
る
が
、　
一
五
〇
〇
研

か
ら
二
九
〇
〇
研
辺
り
ま
で
は
、
ギ
ッ

シ
リ
と
笹
の
茂
っ
た
胸

つ
く
よ
う
な
急

坂
で
あ
る
。

背
丈
を
没
す
る
笹
を
押
し
分
け
、
隠

れ
た
倒
木
を
く
ぐ
っ
た
り
乗
り
越
え
た

り
の
悪
戦
苦
闘
、
三
度
と
こ
ん
な
所

ヘ

来
る
も
の
か
と
ボ
ヤ
い
て
い
る
と
、
大

き
な
カ
モ
シ
カ
が

一
頭
、
私
達
の
ア
ガ

キ
を
眺
め
て
い
た
。

笹
の
う
す
れ
た

一
九
〇
〇
房
の
テ
ラ

ス
で

一
い
き
入
れ
、
す

っ
か
り
傾
斜
の

落
ち
た
気
持
よ
い
樹
林
の
中
を
登

っ
て

行
く
と
、
笹
は
ま
た
少
し
深
く
な
っ
て

丸
盆
岳
の
頂
上

へ
飛
び
出
す
。
時
刻
は

午
後
三
時
少
し
過
ぎ
、
小
屋
か
ら
丁
度

九
時
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
っ
た
。

西
側
に
大
き
な
ガ
レ
を
か
け
た
丸
盆

岳
は
、
黒
木
の
多
い
寸
又
連
山
の
中
で

は
珍
し
く
明
る
い
頂
上
で
、
黒
法
師
、

戸
中
前
黒
法
師
、
鎌
崩
、不
動
、中
ノ
尾

根
、
池
日
な
ど
が
よ
く
見
え
て
い
る
。

ガ
レ
上
縁
の
気
持
よ
い
テ
ラ
ス
に
テ

ン
ト
を
張
り
、
赤
々
と
燃
え
る
焚
火
を

囲
ん
で
十
四
夜
の
月
を
眺
め
な
が
ら
た

っ
ぶ
り
飲
む
。
夜
半
か
ら
朝
に
か
け
て

鹿
の
声
を
聞
く
。

十

一
月
四
日
（高
曇
―
夕
雨
）、
昨
夜

雨
が
あ
っ
た
の
か
草
や
木
は
濡
れ
、
淡

い
雲
霧
が
盛
ん
に
流
れ
て
い
る
。
午
前

六
時
半
出
発
、
ガ
レ
の
上
縁
に
沿

っ
て

北
山
稜

へ
入
り
、
小
さ
な
岩
峰
を
二
つ

三
つ
降
る
と
、
両
側
は
日
も
く
ら
む
ば

か
り
切
れ
て
狭
い
ア
レ
ー
ト
が
対
岸

ヘ

続
い
て
い
る
。

こ
れ
が
鎌
崩
の
キ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

浅
い
Ｗ
字
状
に
折
れ
た
岩
稜
は
長
さ
五

〇
厨
、
幅
三
〇
費ン、
両
側
は
二
、
三
〇

研
も
切
れ
落
ち
、
ま
る
で
煉
瓦
塀
の
上

に
岩
屑
が
の
っ
た
よ
う
な
感

じ

で
あ

る
。ヒ

マ
ラ
ヤ
や
ア
ル
プ
ス
で
悪
場
を
こ

な
し
た
Ｈ
と
Ｓ
が
ザ
イ
ル
エ
作
を
始
め

四
〇
研
い
っ
ば
い
延
び
た
屈
曲
点
を
、

確
保
し
て

一
人
ず
つ
渡
る
。

こ
こ
に
は
枯
れ
か
か
っ
た
小
さ
な
栂

が

一
本
生
え
て
い
る
が
、
根
は
ぐ
ず
ぐ
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ず
で
ビ
レ
ー
は
で
き

ず
、
確
保
も
待
機
も

リ
ッ
ジ

を
袴

ぐ
有

様
、
ヽ
し
転
落
す
れ

ば
、
カ
ラ
ビ
ナ
に
吊

る
さ
れ
た
杢
中
ケ
ー

ブ
ル
の
よ
う
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

次
の
ビ
ツ
チ
は
二

○
房
く
ら
い
だ
が
、
リ
ッ
ジ
は
次
第
に

や
せ
て
立
つ
こ
と
も
出
来
な
い
の
で
、

左
側

へ
二
研
ば
か
り
降

っ
て
狭
い
ル
ン

ゼ
を
這
い
上
が
る
と
、
二
、
二
人
く
ら

い
立
て
る
小
さ
な
テ
ラ
ス
ヘ
一出
る
。

こ
れ
で
キ
レ
ッ
ト
の
通
過
は
終

っ
た

も
同
然
で
あ
る
。
対
岸
か
ら
壁
の
よ
う

に
見
え
た
岩
場
は
、
四
〇
厨
、
六
〇
度

く
ら
い
の
岩
尾
根
で
ザ
イ
ル
な
し
で
も

充
分
だ
が
、
油
断
禁
物
と
ア
ン
ザ
イ
レ

ン
し
た
ま
ま
慎
重
に
登
る
。

鎌
崩
側
の
安
全
な
テ
ラ
ス
で
ザ
イ
ル

を
解
き
、
や
れ
や
れ
と
思
い
な
が
ら

一

服
つ
け
て
い
る
と
、
空
は
す
っ
か
り
明

る
く
な
っ
て
薄
日
が
も
れ
て
く
る
。

黒
木
の
中
に
笹
の
茂

っ
た
鎌
崩
岳
の

細
長
い
頂
上
を
過
ぎ
る
と
、
背
の
低
い

笹
の
中
に
岳
樺
や
シ
ロ
ヤ
シ
オ
が
疎
ら

に
生
え
た
明
る
い
尾
根
づ

た

い
に
な

，
、
西
の
空
遠
く
先
日
噴
火
し
た
御
岳

が
細
い
噴
煙
を
ｔ
び
か
せ
て
い
る
。

笹
と
草
地
の
交
錯
し
た
美
し
い
鹿
の

ル
や
仲
ｒ

っ
た
笹
尾
根
を

一
し
き
り
登
る
と
、
ほ

ん
の
四
〇
分
ば
か

，
で
不
動
岳
の
頂
上

へ
出
る
。

二
十
五
年
振
り
に
訪
れ
た
頂
上
は
、

笹
が
す
っ
か
り
う
す
れ
て
二
等
三
角
標

石
が
露
出
し
、
寸
又
の
山
々
は
云
う
に

及
ば
ず
、
富
士
、
上
河
内
、
聖
、
木
曽

駒
、
御
岳
、
乗
鞍
、
北
設
楽
の
山
々
ま

で
見
え
て
い
る
。
時
刻
は
丁
度
十
時
、

明
る
い
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
昼
食
を
済
ま
し
、
ル
ー
ト
を
北
山
稜

に
と
っ
て
白
沢
左
岸
の
尾
根
を
降
る
。

水
面
ま
で

一
〇
〇
厨
も
あ
る
高
い
吊
橋

で
逆
河
内
の
左
岸

へ
渡
り
、
紅
葉
の
美

し
い
林
道
を
ぐ
る
ぐ
る
ま
い
て
作
業
小

屋

へ
戻
る
。
時
刻
は
午
後
三
時
半
、
私

達
の
到
着
を
待
ち
か
ね
る
よ
う
に
雨
が

降
り
出
し
て
く
る
。

（註
）

一
、
鎌
崩
キ
レ
ツ
ト
は
寸
又
側
に
逃
げ

み
ち
が
あ
る
。

二
、
丸
盆
岳
、
黒
法
師
岳
、
不
動
岳

ヘ

か
ら
登
山

リッギつ十

し
ば
ら

大
き
な
栂
の
茂

は
天
竜
川

④―③

88
/οた∫米手
力 た.ボ干
知れ ´々

錬崩をヘ

史奮残、

概 念 図 (2)

今
年
●
■
ｉ
上
高
地

山
研
で
逢
‐

い
は
し

ょ
う
！

―
―
海
外
の
山
か
ら
―

り
く
日
〇
匡
口
一
”
一
●
①
①
【

ル
一

Ｏ

Ｆ
三
一げ
①
【

い
さ
さ
か
旧
間
に
属
す
る
が
、
英
山
岳
誌
の

『
マ
ウ
ン

テ
ン
８８
号
』
で
、
ω
【〓
∽ｒ
〓
８
●
Ｓ
〓

ｏ
８
●
ｏ声
（Ｂ
Ｍ

Ｃ
）
が
昨
年
六
月
、
初
め
て
の
女
性
の
国
際

ロ
ッ
ク

・
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
集
会
を
開
催
し
た
こ
と
を
報
じ
て
い
た
。
参

加
国
は
、
ホ
ス
ト
国
の
イ
ギ
リ
ス
の
ほ
か
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ

ー
ク
、
ノ
ル
ウ

ェヽ
ー
で
、
外
国
か
ら
の
参
加
は
六
ヵ
国
十

二
人
と
い
う
小
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
九
月
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｃ
の
招
き
で
、
日
山
協
は

高
橋
善
数
氏
ら
代
表
六
人
を
派
遣
、
そ
の
お
返
し
と
し
て

八

一
年
五
月
英
代
表
を
招
い
て
、
日
英
ロ
ッ
ク

・
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
交
流
を
は
か
っ
た
が
、
今
度
は
こ
の
二
月

（十

二
日
―
二
十
六
日
）、
氷
雪
技
術
の
交
流
と

し

て
、
坂
下

直
枝
氏
ら
四
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｂ
Ｍ
Ｃ
の
こ
う

し
た

一
連
の
積
極
的
な
技
術
交
流
に
対
す
る
取
り
組
み
の

姿
勢
に
は
敬
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

高
橋
チ
ー
ム
の
場
合
、
フ
リ
ー

●
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
主

流
と
な
っ
て
お
り
、
大
量
の
登
攀
用
具
を
持
参
し
た
こ
と

で
、
戸
惑
い
を
感
じ
た
と
い
う
。
自
然
保
護
思
想
下
の
現

代

ロ
ッ
ク

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
た
わ
け

で
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
今
回
は
、
坂
下
氏
自
身
、

「
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
」

（イ
ボ
ン
・
シ
ュ
ウ
ィ
ナ
ー
ド
著
）
を
訳
し
た
関
係

も
あ
っ
て
意
欲
的
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
氷
壁
に
挑
ん
だ

も
の
で
、
坂
下
氏
は
英
ク
ラ
イ
マ
ー
と
ペ
ア
を
組

ん

で

ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ー
ト

柱
状
東
岩
稜
登
頂

（
３
）

一
九
八
二
ｏ
ヘ
ル
リ
ッ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー
遠
征
隊

９
８
８
①
の
難
壁
の
第
二
登
を
果
た
し
た
。

こ
の
一
連
の
集
会
の
な
か
で

「ダ
グ

・
ス

コ
ッ
ト
は

０

お

誅

〓

ｏ
彗

Ｓ

Ｆ

８

Ｈ

で

は

あ

る

が

、

０

お

稗

０

日

日

ぴ
①
喘

で
は
な
い
」
と
の
発
言
に
驚
か
さ
れ
た
と
い
う
。
い
わ
ば

登
山
家
の
中
で

，
ｏ
〓
日
ぴ
Ｑ
・を
け
わ
し
く
分
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。

坂
下
氏
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
講
演
会
で
、
日
本
登
山
家
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
遭
難
多
発
の
原
因
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
そ
う
だ
が
、
こ
う
し
た
ぁ
た
り
に
原
因
が
ひ
そ
ん
で

い
る
こ
と
に
も
思
い
至
っ
た
そ
う
だ
。
高
度
差
三
百
厨
―

四
百
口川
で
の
岩
、
氷
雪
壁
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

を

こ
な

し

て
、
欧
州
ア
ル
プ
ス
ヘ
。
そ
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
南
米
、
ア

ラ
ス
カ
に
挑
む
彼
ら
の
姿
勢
と
、
三
、
四
十
房
の
岩
場
か

ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
飛
び
出
す
日
本
登
山
家
の
姿
勢
の
相
違
で

あ
る
。

ロ
ッ
ク

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
出
来
な
け
れ
ば
登
山
家
で

な
い
と
い
う
積
り
は
な
い
。
年
に
応
じ
、
技
術
に
応
じ
た

登
山
の
方
法
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
し

か

し

「
ょ
り
高

く
」
を
追
求
す
る
若
い
人
た
ち
の
た
め
に
は
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
方
向
も
か
な
り
変
わ
っ
た
も
の
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
国
際
的
に
は
ソ
連
で
の
岩
登
り
競
技
か
ら
、

国
内
で
は
国
体
で
の
登
山
競
技
も
長
い
オ
ー
プ
ン
参
加
の

時
代
か
ら
、
天
皇
杯
得
点
に
加
算
さ
れ
る
時

代

と
な
っ

た
。
ス
ポ
ー
ツ
化
の
傾
向
は
、　
一
面
で
傾
斜
を
深
め
て
い

る
。
こ
の
な
か
で
女
性
の
国
際
集
会
が
初
め
て
も
た
れ
、

こ
れ
が
よ
り
広
く
国
際
的
に
浸
透
す
る
こ
と
も
必
至
で
あ

る
。
こ
の
意
味
か
ら
も
日
本
女
性
の
参
考
に
こ
の
ニ
ュ
ー

ス
を
取
り
上
げ
て
み
た
。

（片
山
全
平
）

リ
ッ
タ
ー
と
ピ
ォ
ト
ロ
ゥ
ス
キ
は
第
五
キ

ヤ
ン
プ
に
と

ど
ま
り
、
二
日
間
ウ
エ
リ
を
待

っ
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
バ
ッ

ハ
は
第
四
キ
ャ
ン
プ
に
降

っ
た
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の

私
達
は
、
頂
上

へ
の
登
攀
を
視
界
に
収
め
、
第
五
キ
ャ
ン

プ
の
上
で
何
ら
か
の
行
動
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
見
る
た

(2)
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路
が
あ
り
、
こ
ち
ら
側
の
方
が
楽
で

あ
る
。
　

　

１
　
　
　
　
・

三
、
丸
盆
岳
の
ガ
レ
場
に
は
わ
が
国
の

覚

雲

寺

と

播

隆

播
隆

（幡
龍
）
は
越
中
国
上
滝
村
河

内

（富
山
県
大
山
町
河
内
）
の
山
村
の

庶
民
の
生
れ
で
諸
国
、
特
に
美
濃
、
松

本
、
高
山
上
宝
地
域
の
巡
錫
と
勧
進
に

過
ご
し
た
念
仏
行
者
で
、
笠
ケ
岳
を
再

興
し
槍
ケ
岳
を
開
山
し
穂
高
の

一
峰
に

も
登
頂
し
た
、
山
岳
念
仏
僧
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
播
隆
の
祖
先
は
貞
享

年
代

（
一
六
八
四
―

一
六
八
八
）
の
佐

兵
衛
を
祖
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
代
は

異
常
気
象
が
続
き
、
出
水
、
七
月
の
降

雪
、
地
震
そ
し
て
凶
作
、
出
水
に
よ
る

家
屋
の
流
失
破
壊
が
あ
っ
た
り
で
、
生

活
の
不
安
を
信
仰
に
求
め
道
場
が
開
か

れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

天
保
三
年

（
一
人
三
二
）
生
家
に
贈

っ
た
喚
鐘
に
も
そ
の
こ
と
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

「貞
享
頃
渓
水
土
馳
道
理
破
却

助
カ
ス
ル
者
ナ
シ
然
ル
ニ
宝
永
歳
中
至

而
佐
兵
衛
申
者
有
人
作
屋
ヲ
造
営
」
こ

れ
に
よ
っ
て
宝
永
年
代

（
一
七
〇
四
―

一
七

一
〇
）
に
至
っ
て
佐
兵
衛
に
よ
っ

て
農
家
形
屋
を
建
造
し
安
住
の
場
が
得

ら
れ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
そ
れ
か
ら

代
が
く
だ
っ
て
佐
右
衛
門
即
ち
順
信
の

次
男
と
し
て
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）

こ
の
世
に
誕
生
し
た
の
が
播
隆
上
人
で

あ
る
。
兄
は
隆
観
と
称
し
姉
は
さ
き
と

い
っ
た
。

（謎
の
部
分
を
追
っ
て
）石

　
坂
　
久
　
忠

南
限
と
思
わ
れ
る
候
松
が
二
、
三
株

生
え
て
い
る
。
　

　

　

　

・

播
隆
が
生
家
か
ら
隠
遁
し
た
年
や
動

機
は
定
か
で
は
な
い
が
伝
え
ら
れ
る
諸

々
の
説
を
拾
っ
て
み
る
と

一
、
親
類
の
八
尾
屋
で
家
具
職
修
業
せ

ん
と
し
た
が
失
敗
。

二
、
養
子
先
で
愛
妻
を
失
い
養
子
先
を

離
れ
遁
世
し
た
。

三
、
覚
雲
寺
に
行
き
仏
道
を
極
め
る
下

地
を
養

っ
た
。

四
、
織
れ
た
現
世
を
浄
化
す
る
た
め
念

仏
三
味
の
修
行
を
選
ん
だ
。

五
、
父
佐
右
衛
門
の
時
代
に
川
内
道
場

が
廃
止
、
そ
の
再
興
が
悲
願
だ
っ
た

外
に
も
説
が
あ
ろ
う
が
私
は
先
ず
「
三
」

の
説
を
明
ら
か
に
し

「
五
」
に
つ
な
ぎ

た
い
。

生
家
は
古
ぐ
か
ら

「川
内
道
場
」
（
一

向
宗
の
簡
易
寺
院
）
と
称
す
る
念
仏
易

行
の
教
域
で
、
こ
こ
で
育

っ
た
た
め
仏

道
の
信
仰
が
厚
く
強
い
信
心
を
も
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
隠
遁
の
途
を
選

ん
で
か
ら
は
、
高
山
や
上
宝
村
ま
で
歩

を
進
め
な
が
ら
も
生
家
に

一
度
も
戻
ら

ず
行
者
僧
と
し
て
の
生
涯
を
終
え
た
播

隆
で
あ
っ
た
。
そ
の
播
隆
が
越
中
国
卯

花
在
の
覚
雲
寺
に
入
っ
た

（何
ら
か
の

理
由
で
仏
門
に
入
れ
た
）
と
い
う
伝
え

が
あ
る
こ
と
か
ら
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

八
尾
町
著
ケ
原
に
妙
覚
寺
と
い
う
名
刺

め
に
バ
ツ
イ
ン
稜
に
登

っ
た
。
こ
の
五
千
研
の
バ
ツ
イ
ン

稜
の
頂
き
か
ら
、
登
攀
の
全
貌
を
望
見
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
柱
状
東
岩
稜
登
攀
の
中
で
も
大
変
魅
力
の
あ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
八
千
掛
登
攀
者
に
と

っ
て
も
際
立
っ
て
特
殊
な
こ
と
で
あ

っ
た
。

八
月
九
日
以
来
天
候
の
状
態
は
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

午
前
七
時
に
は
、
も
う
雲
塊
が
七
〇
〇
〇
厨
の
辺
で
ナ
ン

ガ

・
パ
ル
バ
ー
ト
の
東
胸
壁
に
か
ら
み
つ
い
て
い
て
私
達

の
視
界
を
さ
え
ぎ

っ
て
し
ま
っ
た
。
八
月
十
七
日
も
同
じ

で
あ
っ
た
。
も
し
、
山
が
そ
の
日
の
よ
う
に
雲
で
か
く
さ

れ
て
な
か
っ
た
ら
、
ウ
エ
リ

ｏ
ビ

ュ
ー
ラ
ー
が
南
峰
か
ら

第
五
キ
ャ
ン
プ
に
降
り
て
く
る
の
が
見
え
た
の
に
ち
が
い

な
い
。
し
か
し
視
界
は
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
ま
で
で
、
そ
の
上

は
す
っ
ば
り
と
雲
に
か
く
さ
れ
て
い
た
。
午
後
五
時
、
突

然
シ
ョ
ル
シ
ュ
・
リ
ッ
タ
ー
は
、半
分
壊
れ
た
通
話
器
で
、

線
の
接
続
が
不
良
だ
っ
た
と
言

っ
て
き
た
。
会
話
は
切
れ

切
れ
に
し
か
聞
こ
え
な
か
っ
た
．
シ
ョ
ル
シ
ュ
ｏ
リ
ッ
タ

ー
は
、
ウ
エ
リ

●
ビ

ュ
ー
ラ
ー
が
第
二
氷
原
に
現
わ
れ
た

こ
と
を
報
告
し
て
き
て
、
彼
に
注
意
を
払
う
よ
う
私
達
も

呼
び
続
け
て
い
た
の
だ
っ
た
。
シ
ョ
ル
シ
ュ
は
午
後
六
時

に
再
び
私
達
を
呼
び
だ
す
と
言

っ
た
。
私
達
が
期
待
に
み

ち
て
待
っ
て
い
る
間
、
シ
ョ
ル
シ
ュ
は
ビ

ュ
ー
ラ
ー
に
叫

び
か
け
、
第
五
キ
ャ
ン
プ
に
真
直
ぐ
誘
導
し
よ
う
と
し
て

い
た
。
ウ
エ
リ
は
始
め
右
側
に
遠
く
そ
れ
て
し
ま
い
、
次

に
左
側
に
遠
く
そ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
ウ
ェ
リ
が
シ
ョ

ル
シ
ュ
を
見
て
、
テ
ン
ト
を
確
認
し
、
第
五
キ
ャ
ン
プ
に

向
か
っ
て
よ
ろ
け
こ
ん
で
く
る
ま
で
シ
ョ
ル
シ
ュ
は
叫
び

続
け
た
。
ウ
エ
リ
は
高
山
病
に
や
ら
れ
、
彼
の
心
は
幻
覚

に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
か
な
り
の
凍
傷
を
手
と
足
に

受
け
、
南
稜
の
す
ぐ
下
で
不
屈
の
ア
イ
ス
・
ビ
バ
ー
ク
を

続
け
た
が
、
体
力
の
限
界
に
き
て
い
た
．
こ
の
ビ
バ
ー
ク

は
か
な
り
彼
の
体
力
を
弱
め
た
が
、
南
峰
に
到
達
し
よ
う

と
い
う
彼
の
精
神
力
ま
で
は
お
か
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
私
は

一
九
五
三
年
の
最
初
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
を
思
い
出
す
。
こ
の
時
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ

ー
ル
は
高
山
病
に
か
か
り
、
幻
覚
と
強
迫
観
念
に
悩
ま
さ

れ
た
。
そ
し
て
彼
は
立
っ
た
ま
ま
の
よ
う
な
状
態
で
ビ
バ

ー
ク
を
し
た
が
、
こ
の
北
の
肩
の
ビ
バ
ー
ク
は
、
ま
だ
ま

し
な
気
温
で
あ
っ
た
。
彼
は
何
と
し
て
も
頂
上
に
い
こ
う

と
い
う
目
的
を
持

っ
て
い
た
。
こ
の
目
的
は
脳
の
中
に
し

っ
か
り
と
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
彼
の
肉
体
は
、
単
に
こ

の
脳
に
支
配
さ
れ
る
道
具
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
高
所
に
お

け
る
酸
素
の
欠
乏
の
た
め
に
、

論
理
的
な
思
考
や
結
論
か
ら
は

完
全
に
脱
落
し
て
い
た
が
、
そ

れ
で
も

ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
は

自
分
の
目
的
を
達
し
、
第
五
キ

ャ
ン
プ
ま
で
自
力
で
降

っ
て
き

た
の
だ
。
ウ
エ
リ

・
ビ

ュ
ー
ラ

ト
は
、
雪
洞
を
掘

っ
て
極
寒
の

一
夜
を
明
か
し
た
後
、　
一
九
八

二
年
八
月
十
七
日
、
午
頃
、
単

独
で
す
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ー
ト
の

南
峰
、
八
〇
四
二
房
に
到
達
し

た
。
加
う
る
に
、
彼
は
シ
ョ
ル

シ
ュ
●
リ
ッ
タ
ー
が
南
稜
の
七

〇
口月
下
ま
で
つ
け
て
い
た
ト
レ

南峰 (8042傷 )/ヘルリッヒコッファ…氏提供
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―
ス
を
た
ど
っ
て
、
二
日
間
に
わ
た
る
急
峻
な
氷
壁
と
の

闘
い
の
あ
と
も
う

一
つ
の
頂
に
到
達
し
て
い
た
の
だ
、
極

端
に
急
峻
で
、
危
険
で
、
困
難
な
柱
状
東
岩
稜

の
登
頂

は
、
私
の
遠
征
隊
の
四
人
の
メ
ン
バ
ー

（リ
ッ
タ
ー
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
、
ピ
オ
ト
ロ
ウ
ス
キ
、
ビ

ュ
ー
ラ
ー
）

に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
ウ
エ
リ

ｏ
ビ

ュ
ー

ラ
ー

は
、
遂
に
、
柱
状
東
岩
稜
の
最
終
点
―
南
峰
―
を
彼
の
足

で
ふ
み
し
め
た
の
だ
。

一
九
三
二
年
、
私
の
義
兄
弟
、
ウ
ィ
リ
ー

●
メ
ル
ク
ル

の
第

一
回
ド
イ
ツ
　
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ー
ト
遠
征
を
記
念

し
て
の
今
回
の
遠
征
は
、頂
上
征
服
の
成
功
裡
に
終

っ
た
。

こ
の
遠
征
を
も
っ
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
カ
ラ
コ
ル
ム
地
域
に

お
け
る
二
十
九
年
に
わ
た
る
私
の
調
査
行
は
終
る
。
十
回

に
わ
た
っ
て
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ー
ト
に
集
中
的
な
遠
征
を

し
、
二
回
ラ
カ
ポ
シ
に
、
二
回
エ
ベ
レ
ス
ト
に
、
そ
し
て

一
回
ず
つ
ブ

ロ
ー
ド

・
ピ
ー
ク
と
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ

に
遠
征
し
た
。
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
私
は
こ
れ
以
上
ヒ

マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
を
出
さ
な
い
だ
ろ
う
。

今
後
は
私
の
余
生
を
私
の
患
者
と
科
学
の
研
究
の
仕
事

に
捧
げ
る
積
り
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（完
）

大和屋に現存する播隆の書

が
あ
り
、
こ
の
妙
覚
寺
の
寺
中
（末
寺
）

に
覚
雲
寺
あ
っ
た
。
　
．

妙
覚
寺
は
文
明
元
年

（
一
四
六
九
）

の
創
立
、
妙
覚
寺
過
去
帖

の
文
中
に

「幡
龍
」
の
文
字
も
発
見
し
得
る
。
こ

の
人
物
が
覚
雲
寺
に
名
を
と
ど
め
る
の

は
寛
政
年
代
か
ら
享
和
年
代

（
一
七
八

九
―

一
八
〇
三
）
ま
で
の
十
数
年
余
り

の
期
間
で
あ
る
。

妙
覚
寺
の
近
く
に
は
著
ケ
原
八
幡
社

が
あ
り
、
そ
の
社
の
御
神
体
に
木
像
が

あ
る
。
手
相
が
仏
形
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
覚
雲
寺
の
幡
龍
の
刻
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
誠
に
奇
妙
な
こ
と
だ
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
安
政
五
年

（
一
八
五

八
）
二
月
当
地
方
に
大
地
震

（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
六
・
九
）
が
あ
っ
て
経
蔵
、

鐘
楼
な
ど
が
倒
壊
、
時
に
覚
雲
寺
も
同

じ
状
態
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
当
時
の
詳
細
は
知
り
得
な
い
が
、

年
代
が
下
っ
て
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

妙
覚
寺
十
五
世
浄
照
師
が
覚
雲
寺
の
再

建
に
取
り
掛
か
り
翌
三
年
に
立
派
に
完

成
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
住
職

（住
持
）

は
消
雲
で
あ
っ
た
と
い
う
。

明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
に
至
る
に

及
び
富
山
藩
令
に
よ
る
合
寺
の
布
令
に

よ
っ
て
一
宗

一
ケ
寺
を
残
す
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
に
お
い
て
残
念
な
が
ら
覚
雲

寺
の
寺
名
は
消
さ
れ
廃
寺
と
な
る
運
命

に
お
か
れ
た
。
僧
達
は
ど
う
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？

と
こ
ろ
で

「幡
龍
」
は
仮
に
別
人
で

あ
る
に
し
て
も
、
覚
雲
寺
の
寺
名
は
明

確
で
諸
説

「
三
」
を
満
足
さ
せ
る
も
の

が
存
在
し
て
い
る
。

河
内
に
川
内
道
場
が
あ
っ
た
頃
、
各

地
に
道
場
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
亀
谷
村

に
も
あ
っ
て
亀
谷
村
の
部
落
の
多
く
の

道
場
の
中
心
は
西
方
寺
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
川
内
道
場
の
あ
っ
た
中
村
家

（播

隆
生
家
）
は
近
隣
の
集
落
の
水
須
、
小

原
、
河
内
、
安
蔵
、
隠
土
、
赤
倉
、
越

谷
な
ど
の
部
落
の
信
仰
の
指
導
的
役
割

を
果
た
し
て
い
た
。
中
村
家
の
菩
提
寺

は
覚
証
寺

（富
山
市
西

四
十
物

町
）

で
、
播
隆
の
願
い
に
よ
り
川
内
道
場
再

興
の
認
可
を
得
た
の
は
天
保
二
年

（
一

人
三
二
）
で
あ
っ
た
。

「僧
衣

一
代
限
り
着
用
す
る
こ
と
を

認
可
す
」
と
記
し
て
い
る
。
念
願
の
川

内
道
場
の
再
興
が
成

っ
た
の
で
あ
る
。

河
内
部
落
近
在
は
土
地
の
生
産
性
が

低
か
っ
た
た
め
か
部
落
戸
数
の
制
限
を

受
け
、
水
須
部
落
は
四
五
石
十
三
戸
以

上
を
禁
じ
、
河
内
部
落
は
四
三
石
九
戸

内
外
に
制
限
、
小
原
部
落
は
六
五
石
余

で
あ
っ
た
一
こ
の
状
況
か
ら
し
て
次
男

以
下
の
現
地
に
お
け
る
分
家
は
極
め
て

困
難
視
さ
れ
、
故
郷
を
去
ら
ね
ば
な
ら

な
い
運
命
を
し
り
な
が
ら
、
道
場
で
の

播隆上人顕頌碑

仏
教
感
化
に
伴
う
少
年
の

心
を
揺

っ
た
も
の
も
あ
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
或
る

日
河
内
の
部
落
か
ら
忽
然

と
姿
が
消
え
た
よ
う
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
時
代

的
、
地
域
的
、
社
会
的
背

景
も
隠
遁
の
一
因
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

十
二
歳
頃

（寛
政
五
年

∧

一
七
九
二
∨
前

後
）、
覚
雲
寺
の
小

僧

（小
坊
主
）
と
な
り
、
同
八
年
頃
覚

雲
寺
や
妙
覚
寺
の
許
し
を
得
て
山
城
国

下
鳥
羽

一
念
寺
場
誉
上
人
の
弟
子
と
な

り

「播
」
の
字
を
貰
い
修
行
専

一
、
そ

の
翌
年
宝
泉
寺

（阿
辺
峰
）
の
見
仏
上

人
の
下
で
得
度
、
仏
岩
と
改
め
た
時
代

も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
文
化

年
代
に
至
っ
て
修
行
の
本
志
を
求
め
て

覚
雲
寺
を
辞
し
、
両
親
の
許

し
を
乞

い
、
僧
と
し
て
衆
生
済
度
を
求
め
る
出

家
修
行
に

一
生
を
捧
げ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
は
二
十
四
歳
―
二
十
六

歳
の
時
と
思
わ
れ
る
。

か
く
し
て
播
隆
は
修
行
を
か
さ
ね
文

政
元
年

（
一
人

一
八
）
に

「諸
宗
皆
祖

念
仏
正
義
論
」
を
生
家
に
贈
り
、
仏
門

に
お
け
る
念
仏

一
筋
に
生
き
よ
う
と
す

る
心
情
を
書
い
て
、
そ
の
決
意
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
。

中
村
家
に
は
播
隆
の
遺
墨
や
遺
品
の

数
々
が
現
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
外
に

遺
墨
等
の
甚
だ
少
な
い
の
に
驚
く
。
そ

れ
も
そ
の
は
ず
で
巡
錫
の
地
で
な
か
っ

た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
で
も
大
字
の
名

号
軸
を
重
杉
俊
雄
さ
ん
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
し
、
小
又
安
則
氏
も
名
号

を
家
宝
と
さ
れ
、
森
本
理
喜
生
氏
は
九

号
、
十
号
の
名
号
を
所
持

さ

れ

て

い

る
。
ま
た
最
近
に
な
っ
て
岐
阜
県
揖
斐

川
町
の
大
和
屋
で

「仁
義
證
智
信
」
の

遺
墨
を
拝
見
し
た
が
、
非
常
に
珍
ら
し

い
遺
墨
で
あ
っ
た
。

播
隆
の
生
家
跡
に
「顕
頌
播
隆
上
人
」

碑
を
大
山
町
と
日
本
山
岳
会
富
山
支
部

の
協
力
で
建
立
し
た
の
で
、
こ
の
機
会

に
富
山

（越
中
）
の
修
行
僧
だ
っ
た
上

人
を
偲
ん
だ
次
第
で
あ
る
。

（富
山
支
部
）

図

書

紹

介
三
高
山
岳
会
会
報

第
二
高
等
学
校
山
岳
会
会
報
第

一
号

(4)
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よ
り
第
七
号
、
朝
日
特
集
号
、
蔵
王
山

登
山
要
録
、
ア
ジ
ア
内
陸
踏
査
探
検
文

献
抄
、
以
上
の
コ
ピ
ー
覆
製
本
が
佐
々

会
長
を
通
じ
て
東
北
大
学
山
の
会
よ
り

本
会
に
寄
贈
さ
れ
た
。
主
な
内
容
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

第
一
号

（昭
和
五
年
八
月
五
日
発
行
）

飯
豊
山

・
我
等
の
山
行
を
愛
す
る
道

（沼
井
鉄
太
郎
）、
桧
山
沢
瞥
見

（杉
原

五
郎
）、
丸
森
峰
と
地
紙

山

（
三
田
博

雄
）、
笹
谷
峠

（佐
々
保
雄
）
ほ
か
。

第
二
号

（昭
和
七
年
六
月
三
十
日
発
行
）

山
と
歌
（佐
々
保
雄
）、
雁
戸
山
か
ら

関
山
峠
ま
で
（久
野
久
）、
二
月
の
飯
豊

山
（大
島
正
隆
）、
実
川
を
湖
り
て

（田

名
部
繁
）
ほ
か
。

第
二
号

（昭
和
十
三
年
十
月
発
行
）

清
渓
小
屋
建
設
報
告

（桜
井
清
八
郎
）

ほ
か
。

第
四
号

（昭
和
十
六
年
発
行
）

飯
豊
特

集
号
、
飯
豊
山
の
問
題
（伊
東
信
雄
）
、

夏
の
各
沢
、
大
又
沢
（山
県
登
）、
桧
山

沢
（野
口
義
孝
）、
梅
花
尚
沢

（佐
藤
春

郎
）、
胎
内
川

（階
川
広
水
）、
積
雪
期

の
試
登
、
二
月
の
牛

首

山
、
大

日
岳

（佐
々
保
雄
）、
厳
冬
期
の
飯
豊
山

（桑

田
欣
吾
）、
檜
山
沢
よ
り
大

日
岳

（桑

田
欣
吾
）
、
飯
豊
山
登
山
年
表
ほ
か
。

第
五
、
六
合
併
号

（昭
和
十
八
年
六
月
二

十
日
発
行

　ヽ
我
等
の
叙
事
詩

（沼
井
鉄

太
郎
）、
朝
日
岳
登
山

（山
岳

部
）
ほ

力
″第

七
号
（昭
和
二
十
三
年
七
月
発
行
）

飯
豊
山
ダ
イ
グ
ラ
尾
根

ｏ
二
月

（葛
西

森
夫
）、
ク
サ
イ
グ
ラ
尾
根
よ
り
大
日

岳
（葛
西
ほ
か
）、
雁
戸
山
遭
難
捜
索
報

告

（斎
川
慶

一
郎
）
ほ
か
。

蔵
王
山
登
山
要
録

（昭
和
十
二
年
十
月
二

十
六
日
・
三
高
尚
志
会
山
岳
部
発
行
）

一概

説
、
登
山
、
積
雪
期
以
外
の
登
山
、
冬

の
登
山
、
登
山
施
設
、
三
高
清
渓
小
屋

に
就
て
、

（付
録
）
蔵
王
山
第

一
輯
、

蔵
王
火
山
の
地
質
及
び
火

山
活
動

史

（久
野
久
、
三
宅
輝
海
）、
葡
萄
沢
湖
行

記

（丸
山
進
）
ほ
か
。

三
高
山
岳
部
部
報
朝
日
特
集
号

（昭
和
十

六
年
七
月
二
十
五
日
発
行
）
第

一
部
登
山

記
録
、
春

の
朝
日
岳

（佐
藤
春
郎
）、

第
二
部
朝
日
岳
と
僕
達
ほ
か
。

ア
ジ
ア
内
陸
踏
査
探
検
文
献
抄

（
一
、二
）

（
一
九
四
三
年
、
一
九
四
四
年
）

ま
ず
こ
の
立
派
な
文
献
を
コ
ピ
ー
、

製
本
さ
れ
て
本
会
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

一
号
か
ら
三
号
ま
で
は
ガ

リ
版

印
刷

で
、
四
号
か
ら
活
字
印
刷
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
稀
少
文
献
が
全
部

そ
ろ
っ
て
再
製
さ
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と

に
有
意
議
な
こ
と
で
あ
る
。
四
号
の
飯

豊
山
特
集
の
昭
和
十
二
年

一
月
厳
冬
期

初
登
の
記
録
や
、
朝
日
特
集
号
で
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
昭
和
十
六
年
二
月
の
朝

日
岳
で
の
行
動
な
ど
、
登
山
史
的
に
み

て
も
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
昭
和
十
八
年
、
十
九
年
三
高
山
岳

会
特
別
号
と
し
て
出
さ
れ
た
ア
ジ
ア
内

陸
踏
査
探
検
文
献
抄
は
山
県
登
氏
に
よ

り
ま
と
め
ら
れ
た
き
わ
め
て
充
実
し
た

も
の
で
あ
る
。

本
会
図
書
室
で
は
戦
前
の
各
大
学
、

高
等
学
校
山
岳
部
の
部
会
報
を
全
部
そ

ろ
え
た
い
と
思

っ
て
い
る
が
、
な
か
な

か
意
の
ご
と
く
な
ら
ず
、
か
な
り
の
欠

本
が
あ
る
。
三
高
山
岳
会
か
ら
の
寄
贈

を
機
会
に
、
こ
の
点
に
も

っ
と
力
を
入

れ
た
い
と
思
う
。

（山
崎
安
治
）

‐‐‐‐‐‐
　
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
詳
図
　
　
　
‐―‐――‐

‐――――‐
　
　
　
　
　
（
二
百
万
分
の
一
）
　

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ
Ｉ
蘭
州
か
ら
ア
ラ
ル
海
ま
で
Ｉ

　
Ⅲ

‐――――‐
　
　
　
　
　
　
　
関
日
精

一
著

Ⅲ

東
西
約
四
十
キ
ロメ
ー
ト
ル
の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
地
帯

を

四
等

分

し
、
Ｂ
四
判
半
裁

（
七
八

・
八
一ン
×
四

五
一ン）
に
各
々
収
め
た
も
の
で
あ
る
。

東
は
甘
粛
省
蘭
州
か
ら
、
西
は
ト
ル

ク
メ
ン
共
和
国
ア
シ
ハ
バ
ー
ド
、
ア
フ

ガ

ニ
ス
タ
ン
の
ヘ
ラ
ー
ト
ま
で
を

一
堂

に
並
べ
て
み
る
と
、
多
く
の
紀
行
文
の

巻
末
に
付
い
て
い
る
ル
ー
ト
図
か
ら
は

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
迫
力
が
あ

フ０
。茶

色

一
色
で
印
刷
さ
れ
た
新
彊
ウ
イ

グ
ル
自
治
区
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
、

ジ

ュ
ン
ガ
ル
盆
地
、
ソ
連
中
央
ア
ジ
ア

の
カ
ラ
ク
ム
砂
漠
な
ど
に
水
色
の
一
筋

の
川
が
流
れ
る
こ
と
に
よ
り
地
名
が
点

々
と
記
入
さ
れ
て
い
く
。
川

（水
）
と

人
々
の
生
活
と
の
か
か
わ
り
が
い
か
に

大
き
い
か
が
、
地
図
の
上
か
ら
も
歴
然

と
し
て
い
る
。

歴
史
的
な
主
要
都
市
の
旧
名
、
漢
語

名
な
ど
も
別
枠
に
記
さ
れ
て
い
て
著
者

の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。
と
同
時
に
錯
綜

し
て
い
る
部
分
の
記
入
、
日
本
語
に
な

い
漢
字
な
ど
印
刷
所
の
努
力
も
多
大
で

あ
る
。

こ
み
入

っ
た
部
分
の
地
名
、川
の
名
、

離
れ
て
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど

一

部
読
み
取
り
に
く
い
部
分
が
あ
る
こ
と

参
考
文
献
、
出
典
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
多
少
納
得
が
ゆ
か
な
い
部

分
も
そ
の
ま
ま
で
終
ら
せ
て
し
ま
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
非
常
な

労
作
で
あ
る
だ
け
に
残
念
に
思
う
。

Ｋ

ｍ
や
各
国
固
有
の
距
離
の
単
位
、

中
国
里
、
マ
イ
ル
（
ソ
連
）、
フ
ァ
ル
サ

ン
グ

（イ
ラ
ン
）
の
縮
尺
が
切
り
取

っ

て
あ
て
が
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
は
古
い
文
献
を
読
む
時
に

便
利
だ
ろ
う
。

日
本
と
の
大
き
さ
の
比
較
用

地

図

付
。　
一
九
八
二
年
二
月
発
行
　
二
五

〇
〇
円

（
四
枚

一
組
）（泉

　
久
恵
）

よ
う
な
山
登
り
は
、
極
力
減
ら
し
て
ゆ

く
の
が
筋
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

一
九
八
二
年
七
月
二
十
日
　
岩
波
書

店
刊
　
五
八
〇
円
　
（岡
沢
祐
吉
）

登
山
入
門

近
藤
信
行
著

岩
波
ジ

ュ
ニ
ア
新
書
シ
リ
ー
ズ
の
一

冊
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
出
版
物
の
多
い

岩
波
書
店
で
出
し
た
も
の
に
ふ
さ
わ
し

く
、
登
山
を
文
化
的
な
面
か
ら
把
え
、

解
り
易
く
ま
と
め
、
人
間
と
山
と
の
か

か
わ
り
合
い
に
も
日
本
の
風
土
を
尊
ぶ

著
者
の
姿
勢
が
窺
え
、
か
つ
山
登
り
か

ら
得
た
貴
重
な
も
の
を
実
社
会
に
生
か

す
と
い
っ
た
巻
末
の
表
現
に
は
、
逃
避

的
で
な
い
、
健
全
な
社
会
人
を
求
め
る

姿
勢
が
あ
り
、
ジ

ュ
ニ
ア
が
読
む
に
は

最
適
の
入
門
書
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

船
乗
り
も
、
死
ぬ
時
は
畳
の
上
で
死

に
た
い
も
の
だ
、
と
問
か
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
人
と
の
繋
が
り
あ
っ
て
の

山
登
り
で
あ
れ
ば
、
人
を
悲
し
ま
せ
る

カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
報
告
書

―

エ
ク
シ
ン
・
ガ
ル
ダ
ン
・

サ
ー
ル
七
五
三
〇
房
―

神
代
高
校
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会

カ
ラ

コ
ル
ム
登
山
隊

表
題
の
通
り
ヽ
ユ
ク
シ
ン
・
ガ
ル
ダ

ン
・
サ
ー
ル
峰
は
七
五
三
〇
研
。
カ
ラ

コ
ル
ム
山
脈
、
ヒ
ス
パ
ー
山
塊
に
属
す

る
未
登
峰
。
登
る
べ
き
山
で
あ
る
。

本
報
告
書
は
本
文
二
四
頁
、
簡
に
し

て
要
を
尽
く
し
た
報
告
書
と
云
っ
て
よ

い
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

御
挨
拶
―

ユ
ク
シ
ン
・
ガ
ル
ダ

ン
・
サ
ー
ル
敗
退
の
記
―

隊
員
紹

介
―

カ
ラ
コ
ル
ム

・
自
然
と
人
々

―
―
遠
征
隊
日
誌
―

行
動
記
録
―

―
遠
征
を
終
え
て

（回
想
）
―

会

計
報
告
―

協
力
者
名
簿
―

編
集

後
記
。

さ
て
、
ヒ
ス
パ
ー
氷
河
側
か
ら
の
ユ

峰

へ
は
、
ク
ン
ヤ
ン
氷
河
を
経
て
ア
ッ

パ
ー

・
ヤ
ズ
ギ
ル
氷
河
を
縦
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
氷
河
の

〃
ツ
メ
〃

が

ユ
峰
の
基
部
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ク
氷
河
か
ら
ア
氷
河
に
至

る
に
は
平
均
斜
度
六
〇
度
、
高
距
六
〇

〇
厨
の
氷
壁
を
越
え
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
ア
氷
河
の
ツ
メ
に
は
標
高
六

〇
〇
〇
房
以
上
に
あ
る
本
氷
河
雪
原
を

更
に
十
六
キ
ロメ
ー
ト
ル
遡
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
登
山
隊
は

一
九
八

一
年
六
月
二
十

(5)
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三
日
の
Ｂ
Ｃ

（五
〇
〇
〇
房
前
後
か
）

集
結
後
、
七
月
二
十
七
日
に
ア
氷
河
を

縦
断
し
ユ
峰
基
部

（六
三
〇
〇
研
）
に

達
し
た
。
そ
し
て
、
翌
二
十
八
日
に
登

頂
を
試
み
た
が
、
六
八
〇
〇
陣月付
近
で

断
念
し
て
い
る
。
最
後
ま
で
悪
天
侯
に

わ
ず
ら
わ
さ
れ
た
山
行
と
云

っ
て
よ

本
報
告
書
は
こ
の
間
の
事
情
を
淡
々

と
―

文
章
論
的
に
は
疑
間
の
あ
る
箇

所
も
な
い
で
は
な
い
―

綴
り
、
嫌
味

が
な
い
。
こ
の
結
果
、
本
報
告
書
は
ュ

峰
の
登
山
資
料
と
し
て
も
貴
重
な
記
録

と
な
っ
て
い
る
―
―
但
し
、
高
度
標
示

は
よ
リ
コ
マ
メ
に
す
べ
き
で
あ
る
―

‥

と
こ
ろ
で
、
本
登
山
の
母
体
で
あ
る

Ｏ
Ｂ
会
償
表
の
川
口
氏
は
、

「半
年
間

の
離
職
は
行
き
た
い
者
総
て
が
行
け
る

期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
け
た
者
こ

そ
幸
運
で
あ
り
、
よ
り
努
力
し
た
者
で

あ
り
ま
す
」
（
一
頁
）
と
し
、
大
竹
隊
長

は
本
登
山
に
つ
い
て
、

「結
果
的
に
は

頂
上

へ
到
達
で
き
な
か
っ
た
の
は
天
候

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
せ
い
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
と
思
う
。
隊
の
総
合
力
が
六

八
〇
〇
ロロ
と
い
う
数
字
で
示
さ
れ
た
の

で
あ
り
、
そ
の
評
価
は
別
と
し
て
も
、

何
に
も
増
し
て
喜
ば
し
い
の
は
全
員
無

事
下
山
で
き
た
こ
と
だ
と
私
は
思
う
」

（
三
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

聞
く
べ
き
言
葉
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
私
事
を

一
つ
。
本

ユ
ク
シ
ン

峰
は
私
も
同
年
度
に
登
頂
を
企
て
て
お

り
、
実
は
本
登
山
隊
以
前
に
そ
の
登
山

許
可
を
取
得
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

諸
般
の
事
情
に
よ
り
わ
れ
わ
れ
の
計
画

自
体
が
瓦
壊
し
、
結
局
私
は
こ
の
山
を

一
見
も
せ
ず
に
引
き
退
が

っ
た
の
で
あ

る
。
決
し
て
強
力
と
は
云
え
な
い
本
登

山
隊
が
か
よ
う
に
貴
重
な
登
山
を
な
し

得
た
こ
と
を
読
む
に
つ
け
、
私
は
自
戒

の
念
を
覚
え
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
。

本
登
山
隊
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
自
ら

の
不
甲
斐
な
さ
を
恥
じ
た
次
第
だ
。

一
九
八

一
年
　
神
代
高
校
山
岳
部
０

Ｂ
会
　
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
事
務
局

了
丁

（
三
辺
夏
雄
）

昭
和
三
年
十

一
月
、
福
岡
山
岳
談
話

会
発
足
か
ら
二
年
を
か
け
て
難
産
の
す

え
、
福
岡
山
の
会
が
福
岡
市
に
弧
々
の

声
を
挙
げ
、
本
年
で
五
十
周
年
を
迎
え

た
。
そ
の
記
念
特
集
号
で
あ
る
。

同
会
は
創
立
以
来

ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
モ
ッ
ト
ー
に
登

山

を
実

践
、幅
の
広
い
山
行
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
の
会
に
は
所

謂

″Ｏ
Ｂ
〃
が

い
な

い
。
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
が
年
令
に

応
じ
た

″現
役
″
が
、
よ
り
高
く
、
よ

り
深
い
登
山
を
追
い
求
め
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
が
五
十
年
つ
づ
い
て
来

た
所
似
で
は
な
か
ろ
う
か
。

脇
坂
会
長
は
挨
拶
の
中
で

「
日
頃
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
怠
ら
ず
、
年
老
い
て

ま
で
も
気
の
長
い
山
行
が
出
来
る
よ
う

心
掛
け
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
」
と

述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
息
の
長
い

山
行
こ
そ
が
同
会
の
真
骨
頂
で
は
あ
る

せ

ふ

福
岡
山
の
会
創
立

５０
周
年
記
念
特
集

ま
い
か
。
ち
な
み
に
同
会
長
は
、
本
年

古
稀
を
迎
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

同
時
に
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
第
十
登
目
を

狙

っ
て
お
ら
れ
る
由
。

巻
頭
に
五
十
年
の
歩
み
と
し
て
、
創

立
か
ら
こ
ん
に
ち
ま
で
の
同
会
の
動
き

が
抄
録
さ
れ
、
同
会
の
動
き
が

一
日
で

判
る
。
と
く
に
冬
山
は
、
戦
後
の
昭
和

二
十
三
年
に
い
ち
早
く
復
活
、
以
来
毎

年

一
回
の
休
み
も
な
く
つ
づ
け
ら
れ
、

こ
れ
が
原
動
力
と
な
リ
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ

マ
ラ
ヤ
ヘ
三
度
の
登
山
隊
を
派
遣
等
、

毎
年
誰
か
が
海
外
で
行
動
し
て
い
る
。

初
代
会
長
の
竹
内
亮
氏
が

″
七
十
年

前
の

「自
山
」
登
山
記
（抄
）″
を
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
当
日
の
描
写
、
と
く

に
植
物
に
つ
い
て
は

「試
み
に
予
の
眼

に
映
ぜ
し
種
類
を
列
記
せ
ん
か
…
」
と

し
て
、
十
数
種
の
花
の
名
を
挙
げ

「
こ

の
深
山
の
花
誰
が
た
め
に
美

芳

ぞ
」

と
、
花
に
風
景
に
酔
わ
れ
た
同
氏
の
名

文
が
あ
る
。
同
時
に
当
時
の
同
登
山
路

の
花
の
分
布
図
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
自
ペ
ン
キ
の
広
告
大
文

字
に

「何
た
る
俗
ぞ
／
鳴
呼
何
等
の
醜

ぞ
／
深
山
の
神
聖
は
ま
さ
に
傷
つ
け
ら

れ
ん
と
す
。
鳴
呼
／
」
と
、
心
な
い
人

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
自
ペ
ン
キ
文
字
に

自
然
を
汚
す
こ
と
の
憤
り
を
感
じ
た
文

章
が
あ
る
。　
・

五
百
字
提
言

「今
後
の
福
岡
山
の
会

に
望
む
」
、
は
二
十

一
人
か
ら
山
行
、
会

の
運
営
等
に
、
半
世
紀
を
節
日
と
し
て

の
示
唆
に
と
ん
だ
積
極
的
な
提
言
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

五
十
年
の
重
要
記
事
と
し
て
、
長
白

山
が
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
り
初
代
会
長
の
竹

内
亮
氏
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
氏
の

ス
ケ
ツ
チ
は
、
ス
ウ

ェ
ン
ｏ
ヘ
デ
イ
ン

張
り
の
独
得
の
絵
で
親
し

み
を
覚

え

フ０
。そ

の
他
厳
冬
期
前
穂
東
壁
、
鹿
島
槍

北
壁
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
山
、
笠
ケ
岳
、

カ
ン
ジ

ロ
バ
登
山
隊
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ネ
パ
ー
ル
政
府

観
光
大
臣

一
行
歓
迎
会

こ
の
度
、ボ

ハ
ラ
観
光
大
臣
、
シ
ャ
ル

マ
観
光
局
長
、
ポ
カ
レ
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
旅

行
社
社
長
、
シ
ン
ネ
パ
ー
ル
旅
行
協
会

所
長
の
四
人
が
、
中
国
で
の
旅
行
関
係

の
会
議
の
あ
と
日
本
に
立
ち
寄
ら
れ
ま

し
た
。
突
然
の
こ
と
で
準
備
も
そ
こ
そ

こ
に
日
本
山
岳
会
と
し
て
の
歓
迎
会
を

三
月
六
日

（日
）
夜
六
時
よ
り
国
際
文

化
会
館
で
開
き
ま
し
た
。
佐
々
会
長
、

西
掘
前
会
長
、
田
口
副
会
長
や
紅

一
点

の
田
部
井
会
員
、
八
千
房
峰
冬
期
初
登

頂
し
た
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
北
大
登
山
隊
長
安

間
荘
氏
に
加
え
、
来
期
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
に
出
か
け
る
若
い
人
達
を
交
え

て
英
語
で
の
懇
談
、
落
着
い
た
会
館
の

庭
園
が
会
を

一
層
盛
り
上
げ
、
な
ご
や

か
な
う
ち
に
散
会
し
ま
し
た
。
な
お
、

ン
連
続
三
回
登
頂
、
剣
岳
等
が
あ
る
。

最
後
に
五
十
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ

た
会
歌
が
譜
と
と
も
に
添
え
ら
れ
て
い

る
。Ｂ

５
版
ア
ー
ト
紙
八
四
頁
　
昭
和
五

十
七
年
五
月
　
福
岡
山
の
会
発
行

（
稲
永
　
篤
Ｙ

当
日
は
勤
労
者
山
岳
連
盟

の
森

田
会

長
、
豊
田
理
事
長
の
来
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

出
席
者
　
ボ
ハ
ラ
観
光
大
臣
、
シ
ャ
ル

マ
観
光
局
長
、
ポ
カ

レ
ル
氏
、
シ

ン

氏
、
労
山
森
田
会
長
、
豊
田
理
事
長
、

佐
々
、

西
掘
、　
田
日
、
高
橋
、　
田
部

井
、
安
間
、
中
川
、
長
谷
川
、
平
野
、

西
村
、
三
辺
、
前
田
、
伊
丹
、
鹿
野
、

神
崎
。ブ

ー
タ
ン
政
府
観
光
担
当
者

ド
ル
ジ

ェ
氏
歓
迎
会

二
月
二
日
（木
）、
四
番
町
の

″
ト
レ

ビ
の
泉
″
で
ド
ル
ジ

ェ
氏
と
昼
食
を
伴

に
し
な
が
ら
歓
談
し
た
。

日
本
語
で
話
さ
な
い
の
が
奇
異
に
思

わ
れ
る
く
ら
い
、
ド
ル
ジ

ェ
氏
は
日
本

人
に
似
て
お
り
、
新
入
会
員
の
歓
迎
会

の
よ
う
に
さ
え
思
え
た
。

出
席
者
　
Ｈ
Ａ
Ｊ
　
山
森
、
尾
形
、
角

田
、
木
村

（通
訳
）。
Ｊ
Ａ
ｃ
　
佐
々
、

田
日
、
小
原
、
中
村
、
高
橋
テ
ル
、
鈴

木
郭
、
斎
藤
健
、
高
田
、
広
羽
、
関
塚
、

神
崎
、
伊
丹
、
中
川
、
坂
本
、
村
木
、

河
村
、
菅
原
、
前
田
、
黒
川
、
北
村
、

岡
、
橋
本
、
三
辺
、
岡
沢
。

(6)
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三
水
会

の
恒

例
行
事

二

つ

山
あ
い
の
芦
ケ
久
保
駅
は
ひ
ど
く
寒

か
っ
た
。
丸
山
登
山
口
か
ら
雪
を
踏
む

よ
う
に
な
り
、
暖
冬
が
う
そ
の
よ
う
で

あ
る
。
背
後
の
武
甲
山
や
、
そ
れ
に
連

な
る
奥
武
蔵
の
山
な
み
が
自
く
輝
い
て

い
る
。
積
雪
は
二
〇
資ンあ
ま
り
。
風
が

強
い
の
で
長
く
休
ん
で
い
ら
れ
な
い
。

丸
山
分
岐
か
ら
少
し
下
る
と
広
大
な

「埼
玉
県
民
の
森
」
が
あ
っ
た
。
シ
ー

ズ
ン
オ
フ
の
今
、
各
種
の
施
設
も
開
さ

れ
、
い
か
に
も
寒
々
と
し
て
い
る
。
わ

れ
わ
れ
も
追
い
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
新

木
鉱
泉
に
急
ぐ
。
秩
父
盆
地
を
望
み
な

が
ら
の
下
降
は
意
外
に
長
く
、
鉱
泉
宿

に
着
い
た
時
に
は
黄
昏

が
迫

っ
て

い

た
。翌

日
は
い
っ
た
ん
秩
父
駅
に
で
て
、

寄
居
経
由
で
東
武
竹
沢
駅
下
車
、
官
の

倉
山
に
向
か
う
。
前
日
と
は
う

っ
て
か

わ
っ
た
ひ
ど
く
暖
か
い
日
で
あ
る
。
家

族
コ
ー
ス
と
い
い
な
が
ら
最
後
の
十
数

分
の
ツ
メ
は
、
深
山
の
趣
き
が
あ
っ
て

一
汗
か
か
さ
れ
た
。
小
川
町
に
下

っ
て

今
回
も
名
物
忠
七
め
し
が
し
め
く
く
り

と
な
っ
た
。
と
き
　
一
月
二
十
二
―
三

日同【。
参
加
者

鶴
岡
元
之
助
、
坂
倉

登
喜

子
、
斎
藤
健
治
、
高
橋
晋
作
、
木
村
俊

博
、
沖
永
裕
、
岩
掘
瑞
子
、
小
林
由
美

子
、
荒
野
康
子
、
高
田
真
哉
　
他
九
名

竹
寺
の
大
野
住
職
よ
り
、
降
雪
の
た

め
今
回
の
集
会
は
見
合
わ
せ
て
欲
し
い

と
の
困
惑
電
話
で
あ
る
。
山
深
い
お
寺

の
こ
と
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で

坂
倉
さ
ん
が
奔
走
、
飯
能
に
宿
を
確
保

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

会
場
変
更
な
が
ら
も
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
ト

レ
ツ
キ
ン
グ
に
参
加
し
た
原
田
さ
ん
の

話
し
や
美
し
い
写
真
、
小
野
さ
ん
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
追
い
剥
ぎ
撃
退
の
話
し
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
実
に
面
白
い
集
い
と
な

っ
た
。

翌
日
は
適
当
に
雪
を
踏
み
な
が
ら
天

覧
山
か
ら
多
峰
主
山
を
往
復
、
奥
武
蔵

名
産
献
上
飯
能
そ
ば
も
賞
味
、
飯
能
駅

で
散
会
と
な
っ
た
が
、
有
志
は
更
に
ユ

ガ
テ
の
里
を
訪
れ
た
。
と
き
　
二
月
十

九
―
二
十
日
。

参
加
者

鶴
岡
元
之
助
、
今
井

喜

美

子
、
坂
倉
登
喜
子
、
原
田
幹
市
、
進
藤

波
男
、
川
上
光
久
、
小
野
利
次
、
伊
藤

美
恵
子
、
高
田
真
哉
　
他
六
名
。

（高
田
真
哉
）

〓
会
員
通
信

〓

拝
啓
、
日
英
登
山
技
術
交
流
の

一
環

と
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ア
イ
ス

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
英
国
の
気
鋭
の
ク

ラ
イ
マ
ー
達
と
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
俗
に
『
Ｌ
【
０
８

鮎
〓
ｏ口
と
い
う
吹
雪
の
日
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
幸
運
に
も
天
気
続

↓ざ
で
、
０
”〓
●
Ｏ
ｏ
目
づ
い　
０
”Ｈ∞
マ
【①̈
‐

Ｆ
〓
Ｆ
　
Ｆ
８

，
日
器
【
と
、
連
日
五
級

の
氷
壁
を
登
り
、
今
日
は
”
①口
Ｚ
のュ
∽

の

「
ｏ
諄
■
〓
す
日
　
に
移
動
し
ま
す
。

当
地
の
登
山
家
達
の
登
山
倫
理
の
厳

し
さ
に
は
改
め
て
感
服
し
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
修
業
が
足
り
ぬ
と
冷
汗
の
出
る

思
い
で
す
。

（
二
月
二
十
日
、
グ
レ
ン

ｏ
モ
ア
・
ロ
ッ
ジ
に
て
　
坂
下
直
枝
）

∧
田
口
二
郎
氏
あ
て
∨

な
か
厳
し
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
山
に

登
る
も
の
と
し
て
今
後
是
非
実
行
し
て

行
く
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
そ
の
気
に
な

れ
ば
実
行
可
能
な
事
柄
な
の
で
、
よ
ろ

し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
し

て
ノ
ー
ト
の
趣
旨
を
会
員
外
に
も
、
さ

ら
に
登
山
中
ま
わ
り
の
人
々
に
も
徹
底

Ｐ
Ｒ
し
て
頂
く
こ
と
を
心
か
ら
期
待
す

る
。も

ち
ろ
ん
各
項
目
は
そ
れ
ぞ
れ
微
妙

な
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
表
現
の

不
十
分
な
点
も
多
い
。
お
気
付
の
点
や

積
極
的
な
ご
意
見
を
当
委
員
会
ま
で
お

知
ら
せ
願
い
た
い
。
ま
た
ノ
ー
ト
の
奥

付
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
回

は
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
を
対
象
と

し
た
も

の

で
、
も

っ
と
広
い

一
般
団
体
用
の
登
山

の
心
が
け
は
来
年
度
改
め
て
編
集
印
刷

の
予
定
で
あ
る
。
そ
の
場
合
表
現
は
少

し
変
わ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
山
を
美
し

く
保
と
う
と
す
る
本
質
的
な
点
に
変
わ

り
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
た
め
に
も
積
極

的
な
ご
教
示
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

（中
村
純
二
）

自
然
保
護

美
し
い
自
然
は
人
間
の
心
の
拠
り
所

で
あ
り
、
人
類
生
存
の
原
点

で
も

あ

る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
を
人
工
に
よ
る

破
壊
と
汚
染
か
ら
守
り
、
微
妙
な
自
然

界
の
平
衡
や
調
和
を
保

っ
て
行
こ
う
と

い
う
運
動
は
以
前
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
間
で
も
提
唱
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在

の
よ
う
に
人
口
の
増
加
と
文
明
の
発
達

が
進
み
、
急
激
な
環
境
の
変
化
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
環
境
保
全
の
問

題
は
も
は
や

一
部
の
人
間
に
任
せ
て
お

く
べ
き
で
な
く
、
凡
て
の
人
間
が
真
剣

に
取
組
む
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

現
在
僅
か
に
残
さ
れ
た
未
踏
の
山
地

や
汚
さ
れ
な
い
渓
谷
は
、
こ
の
意
味
で

全
人
類
に
と
っ
て
の
貴
重
な
宝
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
冬
山
登
山
者
に
よ
る
奥

又
白
や
剣
三
ノ
窓
の
ゴ
ミ
、
あ
る
い
は

日
本
遠
征
隊
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ア
ル
プ
ス
、

ア
ラ
ス
カ
に
お
け
る
残
置
装
備
な
ど
が

大
き
な
社
会
問
題
、
あ
る
い
は
国
際
的

信
用
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
も
当
然

で
あ
る
。
何
げ
な
く
捨
て
た
杢
缶
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
あ
る
い
は
岩
壁
に
打
残
し

た

一
本
の
ハ
ー
ケ
ン
が
、
如
何
に
多
く

の
人
か
ら
美
し
い
山
の
景
観
を
奪
い
、

後
続
の
パ
ー
テ
ィ
か
ら
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ム
の
楽
し
み
を
奪
う
こ
と
に
な
る
か
、

深
く
反
省
す
べ
き
時
期
で
あ
る
。
日
本

山
岳
会
々
員
は
少
な
く
と
も
今
後
決
し

て
山
を
汚
さ
ず
自
然
を
破
壊
し
な
い
と

い
う
こ
と
に
、
何
よ
り
の
誇
り
と
義
務

を
感
じ
て
行
き
た
い
も
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
願
い
か
ら
、
当
委
員
会

で
は
、
今
回

「
山
を
美
し
く
保
つ
た
め

の
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ナ
ー

・
ノ
ー
ト
」
を

作
り
、
自
然
保
護
全
国
集
会
で
も
検
討

の
上
、
四
月
中
旬
頃
全
会
員
に
配
布
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
な
か

携
帯
灰
皿
頒
布
に

つ
い
て

自
然
保
護
委
員
会

総

務

委

員

会

今
回
配
布
の

「
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ナ
ー

・
ノ
ー
ト
」
に
は
、
携
帯
灰
皿
を
携
行

し
、
た
ば
こ
の
灰
や
吸
い
殻
は
必
ず
こ

れ
に
捨
て
て
持
ち
帰
る
こ
と
が
要
請
さ

れ
て
い
る
。
総
務
委
員
会
で
は
こ
れ
に

呼
応
し
て
、
新
た
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
マ
ー
ク
入

「
山
を
美
し
く
保

つ
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド

マ
ナ
ー

・
ノ
ー
ト
」
の
配
布
に
つ
い
て

自
然
保
護
委
員
会

(7)
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お
知
ら
せ

◎
行
事
案
内

☆
総
会
　
　
二
月
二
十

一
日

（土
）

私
学
会
館

（東
京
　
市
ケ
谷
）

会
員
各
位
の
ご
出
席
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

☆
会
員

・
支
部
懇
談
会

総
務
委
員
会

残
雪
の
富
士
、
広
大
な
駿
河
湾

の
絶
景
を
見
な
が
ら
の
ハ
イ
キ
ン

グ
。
前
夜
は
日
本
平
山
麓
、
鉄
舟

禅
寺
に
て
宿
泊
懇
談
。
静
岡
支
部

の
協
力
を
得
て
現
地
会
員
懇
談
会

を
開
き
ま
す
。
特
に
支
部
会
員
の

皆
様
の
親
睦
を
は
か
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
万
障
お
繰
り
合
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
。

期
日
　
昭
和
五
十
八
年
二
月
二

十

一
日

（土
）
―
二
十

二
日

（日
）

会
場
　
鉄
舟
禅
寺

（清
水
）

内
容
　
一
、
親
睦
懇
談
会

二
、
禅
定

三
、
ハ
イ
キ
ン
ブ
　
日

本
平
　
久
能
山

集
合
　
鉄
舟
禅
寺
　
午
後
五
時

総
会
参
加
者
及
び
東
京
出
発
者

は
、
総
会
終
了
後
会
場
よ
リ
バ
ス

に
て
出
発

（詳
細
は
案
内
状
を
も

っ
て
連
絡
い
た
し
ま
す
）
問
い
合

わ
せ
先
　
事
務
局

☆
東
北
各
県
支
部
会
員
親
睦
会

五
月
二
十
八
―
二
十
九
日

会
場

・
官
城
県
金
華
山

会
費

・
六
千
五
百
円

問
合
わ
せ
は
官
城
支
部
ま
で

☆
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
　
　
　
　
信
濃
支
部

六
月
四
―
五
日

今
年
も
ま
た
上
高
地
に
集
い
ま
し

☆
山
菜
山
行
　
　
　
　
　
集
会
委
員
会

六
月
十

一
―
十
二
日

越
後
支
部
の
協
力
を
得
て
守
門
岳

で
行
な
い
ま
す
。

講
師

・
片
岡
　
博
氏

宿
泊

・
入
広
瀬
　
松
屋
旅
館

会
費

・
会
員
　
　
　
九
千
円

非
会
員

一
万
三
千
円

一
泊
三
食
付

・
交
通
費
別

東
京
か
ら
は
バ
ス

（五
十
名

・
運

賃
未
定
）
を
用
意
し
ま
す
。
な
お
、

片
岡
講
師
を
招
い
て

「
山
菜

勉

強

会
」
を
二
月
二
十

一
日
六
時
半
よ
り

ル
ー
ム
に
て
行
な
い
ま
す
八
会
費
三

百
円
）。
山
菜
山
行
に
参
加
で
き

な

い
方
も
出
席
で
き
ま
す
。ヽ

☆
静
岡
支
部
総
会

六
月
十

一
日

（土
）

☆
役
員
懇
親
会
　
　
　
　
総
務
委
員
会

年
度
が
変
る
と
会
員
番
号
も

一
〇

〇
〇
〇
番
台
に
な
り
ま
す
。
日
本
山

岳
会
の
運
営

・
活
動
も
内
外
と
も
に

多
様
性
を
き
わ
め
て
ま

い
り
ま

し

た
。
役
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
は
か
り
ヽ
合
理
的
な
会
運
営
を

考
え
る
た
め
に
、
親
睦
を
か
ね
た
研

修
会
を
役
員
懇
談
会
の
名
称
で
静
岡

（富
士
ハ
イ
ツ
）
で
開
催
い
た
し
ま

す
。期

日
　
六
月
十
八
日

（土
）
十
九

日

（
日
）

内
容
　
理
事
評
議
員
会

支
部
長
懇
談
会

委
員
会
会
議

新
旧
役
員
懇
談
会

集
合
　
渋
谷
駅
　
東
急
文
化
会

館
前
、
六
月
十
八
日
午

後

一
時
半
ま
た
は
現
地

集
合

◎
会
室
行
事
案
内

☆
海
外
委
員
会
の
講
演
会

〇
二
月
十
二
日

（木
）

「ド
イ
ツ
山
岳
会
の
こ
と
」

―
ス
ラ
イ
ド
と
お
話
し
―

岡
沢
祐
吉
氏

〇
六
月
二
日

（木
）

講
師
　
池
田
常
道
氏

☆
会
員
懇
談
会

〇
六
月
　
日
時
未
定

自
然
保
護
委
員
会
の

「
フ
ィ
ル

ド
マ
ナ
ー

・
ノ
ー
ト
」
の
説
明

が
あ
り
ま
す
。

☆
大
学
指
導
者
会
議

六
月
　
日
時
未
定

青
年
懇
談
会

・
学
生
部
が
行
な

い
ま
す
。

☆
映
画
と
講
演
の
会

六
月
二
十
五
日

（土
）
三
―
五
時

講
師
　
三
田
幸
夫
氏

講
演
　
昭
和
六
年

カ
シ
ミ
ー
ル
の
旅

映
画
　
ク
ル
渓
谷
か
ら
ロ
ー
タ

ン
峠

（
三
田
幸
夫
氏
撮

影
）
フ
イ
ル
ム
委
員
会

り
の
携
帯
灰
皿
を
作
製
し
、　
一
ケ
５００
円

で
頒
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
喫
煙
さ

れ
る
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
親
し
い
山
仲

間

へ
の
積
極
的
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
と

し

て
、
こ
の
際
精
々
ご
利
用
願
い
た
い
。

・
報
告

〓〓
新
年
集
会

一

福
島
支
部

本
年
は
暖
冬
に
明
け
、
吾
妻
（
安
達

太
良
の
峰
々
は
未
だ
に
初
冬

の
様

相

で
、
ス
キ
ー
の
手
入
れ
、
ツ
ア
ー
の
計

画
等
、
手
に
つ
か
な
い
正
月

で
ぁ
っ

た
。
そ
の
う
さ
を
晴
ら
す
べ
く
恒
例
の

支
部
新
年
会
を
二
月
十
日
福
島
市
内
え

び
す
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開
催

し
た
。
年
度
後
半
の
主
な
る
左
の
行
事

を
報
告
す
る
。

九
　
月
　
秋
田
支
部
主
催
の
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
懇
親
登
山
参
加

十
五
名

十
　
月
　
吾
妻
山
浄
土
平
周
辺
の
清

掃
登
山
参
加
　
十
四
名

十

一
月
　
秋
山
小
集
会
、
飯
豊
山
麓

飯
豊
鉱
泉
　
　
十
五
名

十
二
月
　
年
次
晩
餐
会
　
　
六
名

続
い
て
長
老
の
斎
藤
音
蔵
幹
事
の
音

頭
に
て
乾
杯
、
酒
宴
に
入
る
。
行
事
の

思
い
出
、
物
故
者
の
懐
故
等
、
時
間
の

経
つ
の
を
忘
れ
杯
を
く
み
か
わ
す
。

昨
五
十
七
年
は
支
部
創
立
三
十
五
周

年
で
あ
っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
何
も

実
施
出
来
な
か
っ
た
が
、
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
、
次
の
案
が
提
出
さ
れ
た
。

安
達
太
良
の
懐
に
利
用
度
の
高
い
、

く
ろ
が
ね
小
屋
が
あ
る
。
そ
こ
に
ぶ
ら

下
が
る
鐘
が
材
質
上

（硫
黄
の
た
め
）

腐
蝕
激
し
く
、
数
年
前
か
ら
新
規
調
達

を
関
係
筋
に
申
し
入
れ
し
て
い
た
が
、

今
回
た
ま
た
ま
当
支
部
会
員
内
に
て
鐘

の
設
計
、
製
作
が
可
能
な
る
こ
と
が
わ

か
り
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
マ
ー
ク
を
鋳
込
み
、

真
鋳
に
て
製
作
を
す
る
。

前
記
く
ろ
が
ね
小
屋
の
み
で
な
く
、

吾
妻
山
の
吾
妻
小
舎
、
慶
応
山
荘
に
も

寄
贈
し
、
登
山
者
の
便
宜
を
計
り
、
遭

難
対
策
に
寄
与
す
る
。
実
施
に
当
っ
て

至
急
委
員
会
を
構
成
し
募
金
及
び
発
注

を
す
る
。
な
お
記
念
の
た
め
希
望
者
に

は
実
費
に
て
頒
布
を
考
え
る
。

以
上
大
変
有
意
義
な
行
事
を
決
定
し

夜
半
、
次
の
集
会
を
約
し
解
散
す
る
。

出
席
者
　
松
丸
秀
夫
、
斎
藤
音
蔵
、
後

藤
泰
治
、
高
野
喜
七
ヽ
古
市
義
孝
、
河

上
鎌
治
、
相
模
八
郎
、
安
藤
治
、
八
巻

和
男
、
渡
辺
千
代
蔵
、
佐
々
間
高
男
、

野
地
克
也
、
寺
島
昭

一
、
三
階
堂
匡

一

郎
、
伊
藤
義
男
、
広
瀬
由
昌
、
中
嶋
正

夫
　
　
　
　
　
　
　
（中
嶋
正
夫
）

会

務
・報

告

３
月
理
事
会

３
月
７
日
午
後
６
時
３０
分

本
会
ル
ー
ム

、

出
席
者
　
佐
々
会
長
、
渡
辺
、
田
口
副

会
長
、
神
崎
、
伊
丹
、
西
村
、
川
上
、

岡
沢
、
赤
松
、
小
倉
、
水
野
、
鈴
木
、

中
村
、
菅
沢
、
大
倉
、
河
村
各
理
事
、

松
丸
、
小
原
、
大
塚
各

評
議
員
、
太

田
、
小
倉
各
監
事
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☆
三
水
会
例
会

〇
五
月
十
八
日

（水
）

佐
々
保
雄
氏
の
講
演

「
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
の
夏
」

〇
六
月
十
五
日

（水
）

「山
小
屋
の
主
人
が
語
る
最
近

の
登
山
者
気
質
」

問
い
合
わ
せ
は
各
委
員
会
、
ま
た

は
事
務
局
、
集
会
委
員
会
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト

の
お
願
い

三
月
の
理
事
会
の
決
定
に
よ
り

「
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
、
全
会
員
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
総
会
通
知
と
同
封

発
送
い
た
し
ま
す
の
で
全
面
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
緑
の
候
、
例
年
に
よ
り
、
山
菜

の
は
し
り
を
味
わ
い
な
が
ら
、　
一
夜

を
楽
し
く
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

本
年
は
第
二
日
日
、甲
斐
駒
ケ
岳
、

八
ケ
岳
の
展
望
台
、
自
砂
の
雁
ケ
原

（日
向
山
）
に
記
念
山
行
。
そ
の
あ

と
、
麓
の
サ
ン
ト
リ
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ

ラ
リ
ー
で
ウ
イ
ス
キ
ー
の
試
飲
と
、

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

次
の
要
領
で
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
沢
山
の
会
員
の
お
い
で
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

日
時
　
五
月
十
四
日

（土
）

場
所
　
山
梨
県
北
巨
摩
郡
須
玉
町
金

山
平

宿
泊
　
右
同
所
　
有
井
館

華嘔
評鯛　　Ｏ
ＱＱ
Ｈ卜
一
‥〇
卜
い０

会
費
　
七
千
円
。
日
向
山
に
登
る
方

は
八
千
円
。

申
込
　
五
月
九
日
ま
で
に
、
本
会
ル

ー
ム
事
務
局
　
定
員
四
〇
名

現
地
責
任
者
　
一Ｔ
畑
　
甲
府
市
武
田

三
丁
目
六
―
二
七
　
山
村
正
光

実
施
要
領
　
五
月
十
四
日
、
十
六
時

よ
り
、
木
暮
碑
前
祭
　
同
十
八

時
よ
り
、
懇
親
会
。
　

五
月
十

五
日
現
地
発
、
車
に
て
、
甲
斐

駒
ケ
岳
の
麓
、
尾
白
川
林
道
に

入
る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
道
を
徒
歩

一
時
間
半
、
日
向
山

（
一
六
五

九

・
六
）
着
、
中
食
後
下
山
、

サ
ン
ト
リ
ー
デ
ィ
ス
テ
ィ
ラ
リ

ー
に
て
休
憩
。
再
び
車
に
て
夕

刻
甲
府
駅
着
。
解
散
。

○
山
研
開
所
の
お
知
ら
せ

上
高
地
山
岳
研
究
所
を
四
月
二
十

九
日

（金
）
に
開
所
致
し
ま
す
。

山
研
も
四
十
九
年
六
月
十
日
に
オ

ー
プ
ン
し
、
お
陰
様
で
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
間

利
用
者
数
は
五
、
六
八
六
名
の
多
数

と
な
り
ま
し
た
。

管
理
人
も
開
設
以
来
お
世
話
に
な

っ
た
津
村
ご
夫
妻
に
替
り
、
昨
年
よ

り
島
田
ご
夫
妻
が
皆
様
の
来
所
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

島
田
さ
ん
は
軍
隊
生
活
が
永
く
、

ど
ち
ら
か
と
云
う
と
無
口
で
す
が
非

常
に
親
切
で
心
の
や
さ
し
い
方

で

す
。　
一
方
奥
さ
ん
は
明
朗
闊
達
な
お

ば
さ
ん
で
お
似
合
の
夫
婦
と
云
う
処

で
す
。

こ
こ
二
、
三
年
の
利
用
状
況
を
見

ま
す
と
非
会
員
の
利
用
が
年
々
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、

友
人
等
お
さ
そ
い
の
上
、
大
い
に
ご

利
用
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
ご
紹

介
が
あ
れ
ば
非
会
員
、
単
独
利
用
も
結

構
で
す
。

な
お
、
今
年
の
利
用
料
金
は
昨
年
同

様
据
置
き
と
致
し
ま
す
。

利
用
料
金

会
　
員
　
一
、
八
〇
〇
円

非
会
員
　
二
、
八
〇
〇
円

小
学
生
　
一
、
○
○
○
円

幼
　
児
　
　
　
八
〇
〇
円

食
　
事
　
　
　
一二
五
〇
円

但
し
御
飯
、
味
そ
汁
の
み
で
す
。
副

食
は
各
自
持
参
下
さ
い
。

利
用
申
込
先

現
地

（〇
二
六
二
九
五
）
二
五
三
三

（山
研
委
員
会

・
鈴
木
雄
二
）

○
第
二
十

一
回

木
暮
理
太
郎
翁

碑
前
懇
親
会
の
お
誘
い

委
任

・
欠
席
　
田
村
、
高
本
、
松
家
、

高
橋
各
理
事
、
佐
藤
、
村
木
各
評
議
員

○
報
告
事
項

▽
連
絡
事
項
四
件

（総
務
）

田
ヒ
マ

ラ
ヤ
協
会
よ
り
会
報
の
交
換
要
請
。
０

ブ
ー
タ
ン
よ
リ
ド
ル
ジ

ェ
氏
来
日
、
三

月
三
日
に
昼
食
会
を
も

っ
て
歓
迎
。
０

ネ
パ
ー
ル
観
光
省
要
人
四
名
来
日
、
三

月
六
日
、
会
長
外
二
十
名
出
席
し
歓
迎

会
を
行
な
う
。
席
上
い
く
つ
か
の
話
題

が
だ
さ
れ
た
。
と
く
に
ネ
パ
ー
ル
が
計

画
中
の
山
岳
博
物
館
に
対
し
て
、
Ｊ
Ａ

Ｃ
も
物
品
、
情
報
の
提
供
に
よ
る
協
力

を
約
し
た
。
四
昭
和
五
十
八
年
二
月
―

六
月
ま
で
の
行
事
日
程
の
確
認
。

▽
各
委
員
会
報
告
三
件
　
田
山
研
委
よ

り
　
四
月
二
十
九
日
開
所
、
料

金
据

置
。
②
山
岳
編
集
委
よ
り
故
大
島
亮
吉

氏
の
ピ
ッ
ヶ
ル
を
本
会
に
寄
贈
し
て
い

だ
く
話
が
進
行
中
。
０
集
会
委
よ
り

今
夏
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
Ｚ
ｌ
峰
登
山
計

画

（集
会
委
員
五
名
参
加
）
の
説
明
。

○
審
議
事
項

▽
昭
和
五
十
八
年
度
予
算
案
の
改
訂
に

つ
い
て

（財
務
担
当
）

前
回
の
理
事

会
に
お
い
て
審
議
未
了
の
四
つ
の
課
題

を
と
り
入
れ
た
予
算
案
の
追
加
支
出
の

~‐

⌒ _¨

検
討
案
が
提
案
さ
れ
、
審

議

を
行

な

う
。
結
果
、
①
会
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
総
会
通
知
と
と
も
に
実
施

す
る
。
こ
の
仕
事
の
た
め
に
実
行
小
委

員
会

（委
員
長
小
倉
厚
理
事
外
七
名
参

加
）
を
設
け
て
、
来
る
六
月
中
旬
ま
で

に
集
計

ｏ
整
理
完
了
を
目
指
す
。
経
費

約
二
〇
万
円
、
と
②
映
写
機
整
備
の
件

五
万
円
。
以
上
二
つ
が
認
め
ら
れ
た
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
改
選
役
員
候
補
の

推
薦
の
件
　
理
事
会
、
評
議
員
会
の
役

割
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
長
期
展
望
等

に
つ
い
て
討
議
を
行
な
い
、
結
論
と
し

て
、
二
月
七
日
の
評
議
員
会
に
、
理
事

会
で
の
テ
ー
マ
と
話
題
に
な
っ
た
会
員

と
を
報
告
し
、
評
議
員
会
で
新
理
事
の

推
薦
を
う
け
る
こ
と
に
し
た
。

¨
ル
ー
ム
日
誌

¨
（
５８
年
２
月
）

２

日

３

日

５

日

７

日

８

日

９

日

１０

日

１４

日

１５

日

１６

日

１７

日

１９

日

１９

日

２１

日

（水
）

（木
）

（土
）

（月
）

（火
）

（水
）

（木
）

（月
）

（火
）

（水
）

（木
）

（土
）

（土
）

（月
）

海
外
委
講
演
会

指
導
委

高
所
登
山
委
シ
ン
ポ
ジ

・ウ
ム

理
事
会

図
書
委

学
生
部
集
会

フ
ィ
ル
ム
委

明
大
　
総
会

会
員
懇
談
会

三
水
会

婦
人
懇
談
会

山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

１
２１
日

（月
）
　

こ
の
一

本
展

総
務
委
、
集
会
委

(9)



(第二種郵便物認可)11卜 454-198304o:20

図 書 受 入 報 告 (2)

図書委員会

昭和 57年 8～12月 分受入図書 (つづき)

47 ROse Lesser“ Typh00n and… …'' 1982(西 堀栄二郎氏寄

贈)

48 Club AlpinO ItalianO``StatutO e Reg01aコ nentO Generale"

1982(編者寄贈)

49 Pierre BOssus ``Les C)inquante PreΠ liさres Ann6es de

IノUniOn lnternatiOnal des .AssOciatiOns ID′ Alpinisコme"

U.I.A.A。 1982(版 元寄贈)

50 Albert Smith``′ :「he StOry Of MOnt Blanc'':David Bogue

18(John COales氏 寄贈)

51 JoE.Q. BarfOrd ed。  “Clilnbing in Britain'' Penguin

Books(John Coales氏 寄贈)

52 0wen Glynne Jones “ROck―Climbing in the English

Lakedistrict'' A、braham and Sons 1900(John COales

氏寄贈)

53 Karl 江ゝ. Herrligkoffer ``Kan■ pf und Sieg an■  Nanga

Parbat'' iBayerische Verlagsanstalt G:m.bH 1979

(Herrligkoffer氏 寄贈)

54 Ray:mond Bridge“
′
rhe calnper's guide to Alaska,The

YukOn,and NOrthern British c01ulmbia''Charles Scri―

bner's Sons 1976(Brian L.G・ annOn氏寄碑∋

55 Paddy Sherinan“ Cloud walkers:six climbs on]major

Canadian peaks" 
′rhe mountaineers 1979(Brian L.

Gannon氏寄贈)

56 Gene W. 江ゝason ``Minus three'' Prentice一 Ha11 1970

(Brian L.Gannon氏寄贈)

57 1〕 avid Roberts ``′ i「he l■ ountain of lny fear'"V・ anguard

1968(Brian L.Gannon氏寄贈)

58 RayコOond｀ Blridge ``Clilnbing:a guide to lnountaineer―

ing''Charles Scribner's Sons 1977(Brian L.G・ annon

氏寄贈)

59 Joe Wilcox``A reader's guide to the ha1lof theゝ 40un‐

tain King'' 1981(Brian L.Gannon氏 寄贈)

60 ′
rerris Moose``Mt.McKinley:the pioneer climbs'''・

「
he

MOountoineers 1981(Brian L.Gannon氏 寄贈)

61 Joe Wilcox ``White winds:ノ コヽnerica's lnost tragic

clilnb stOry and documentation"Hwong Publishing Co.

1981(Brian Lo Gannon氏 寄贈)

62 WoR. Neate ``MOuntaineering and its literature''Mo―

antaineers 1980(Brian L.Gannon氏 寄貝:彗 )

63 Allen Steck and Steve R.Oper ed. ``Ascent:the inoun―

taineering experience in word and ilnage''Sierra Club

1980(Brian L.Gannon氏寄贈)

64 Allen steck and Steve ROper ``Fifty classic clirnbs Of

NOrth America''Sierra Club 1979(Brian L.Gannon

氏寄贈)

65 :BradfOrd WaShbarn``A tOurist guide to_MOunt MciK‐

inlёy"Alaska NOrthwest publishings 1976(Brian L.

Gannon氏寄贈)

吉阪家 寄贈図書

1 京都大学学士山岳会編著 チョゴリザ

朝日新聞社 昭和34年 10月 25日

2 中尾佐助 ヒマラヤの花 毎日新聞社 昭和39年 8月 20日

3 朝比奈菊雄編 山なみ  著 漢 堂 昭和30年 7月 15日

4 三田幸夫 山なみはるかに     自水社 1954。 7。 20

5 辻村伊助 スウィス日記 横山書店 大正 11年 8月 1日

6 古田伝一・久留島秀三郎 馬賊・鞍山の思ひ出

久留島秀三郎 1967.12.20
7 渋沢敬三 南米通信   角川書店 昭和33年 8月 20日

8 ジョン・イェーヴァー :福田実訳 白い砂漠

朝日新聞社 昭和31年 11月 25日

9 小島六郎編著 ペテガリ岳遠征記

サン書房 昭和23年 7月 20日

10 坂部護郎 はるかなシュプール

ースキーと共に 60年一

スキージャーナル 昭和 51年 12月 20日

11 白山連峰

LZ Sir Francis Younghasband
The Epic of Mount Everest

13 Apocket History of Zermatt
L4 Captain J.B.L. Noel

THROUGH TIBET TO EVEREST
15 John Hunt The Ascent of Everest

16 Scott Russell Mountain Prospet

17

18

・９３８

　

　

・９２７

・９５３

』

‐９５５

　

　

・９７ｏ

・９３３

・９５．

・９５ｏ

・９３６

・９５８

１９

２０

２．

２２

２３

２４

２５

　

２６

　

２７

Ardito Pesio Ascent of K 2

Prof. ir. S.J. van Embden International Society

of city and regional planners

State of the profession

First over Everest

Maurice Herzoc Annapurna premier 8000

Eric Shipton Sur cette Montagne

Jean Escarra Karakoram
Les Alpes
FOrschung am Nonga Parbat Deutsche

Hilnalaya―:Experition 1934        1935

Karakoram and Western Hilnalaya

一Plates and Maps一

朝日新聞社南極学術探検事務局作製

IGY南極観測事業報告 (上,下,付録)

園
1内 |

1書 |

日

第5回 ～830≪7/29(金 )～ 8/12(金 )15日 間≫

ノ 運・ カ ノ カ ヌ の 山 旅
○名峰エルブルース山 (5,633m)登頂
05,000m級の峰々のアルペンスキー等々

世界初アメンタ イ ル系 の 1深1訪

○最高峰ベルーハ (4,506m)登頂
○ハイキング等々。'837/21困～8/15(月)26日 間

(株)日 ソ 旅 行 社 鶏誇
一般

a404-175lffi) 
t

〒151東京都渋谷区千駄ヶ谷1-20-1
パークアベニュービル

２２
日

（火
）

集
会
委
、
婦
懇
、
自
然

保
護
委

２４
日

（木
）

青
懇

２５
日

（金
）

科
学
委

２８
日

（月
）

指
導
委

今
月
の
来
室
者
４６６
名

ヽ
会
員
移
動

（２
月
）

退
会

杉
浦
　
英
午

小
比
類
巻
　
尚
美

改
名

物
故

４

２

６

４

白
石

加
藤

小
林

陳小
林

慶
子

（２

ｏ
３
）

保
男

利
明

光
漢

昌
治
（５６
・９
・３０
）
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